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標記事件につき、日本アンチ ・ ドーピング規律パネルは、当該事件の聴聞パネルの決定に基づ
き、下記のように決定する。

令和元年 11 月 19 日
日本アンチ ・ ドーピング規律パネル

副委員長宍戸 一樹

三
聴聞パネル決定

日本アンチ ・ ドーピング規程（以下「本規程」という。）8.3.2 項に従って日本アンチ・ドーピ
ング規律パネル委員長により任命された以下の各委員により構成される標記事件の聰聞パネルは、
令和元年 11 月 1 日に開催された聴聞会（以下「本聰聞会」という。）の結果に基づき、本事件に
関して、下記のとおり決定する。

令和元年 11 月 19 日

宍戸 一；□□望]
森丘保典乳上:ぃ隻

i柄を目崎登

記
〔決 定〕
本規程 2.1 項の違反が認められる。
本規程 9 条及び同 10.8 項に従い、検体採取の日から暫定的資格停止期間の開始日までに獲得
された競技者のすべての個人成績（第 45 回全国高等専門学校ハンドボール選手権大会におけ
る競技成績を含む。）はいずれも失効し、かつ、上記期間において獲得されたメダル、得点、
及び褒賞はいずれも剥奪される。
本規程 10.2.2 項、同 10.5.1.1 項及び同 10.11 項に従い、令和元年 11 月 19 日（本決定の日）よ
り 3 ヶ月間の資格停止とする。但し、本規程 10.11.3.1 項に従い、競技者が暫定的資格停止に

ー



服した期間のうち、上記の資格停止期間(3ヶ月間） に満つるまでの日数を資格停止期間から

控除する。

［理 由〕

平成30 年 8月21日に実施された競技会検査において競技者から検出された物質ツロブテロー

ル (tulobuterol)は、2018年禁止表国際基準（以下「禁止表」という。） における「S3ベー タ

2作用薬」において禁止物質とされているため、本規程2.1項に定める「禁止物質Jに該当す

る。 これに対して競技者は、 B検体についての分析を要求せず、 また、 暫定聴聞会及び聴聞 

会において、 上記の結果及びそこに至る手続過程に関しても特段争わなかった。

そこで、本件においては、 競技者について本規程2.1項（競技者の検体に、禁止物質又はその

代謝物若しくはマ ーカ ーが存在すること）の違反が認められ、同9条及び 同10 .8項に基づき、

検体採取の日から暫定的資格停止期間の開始日までに獲得された競技者のすべての個人成績

（第45回全国高等専門学校ハンドボー ル選手権大会における競技成績を含む。 なお、当該競

技会を以下「本件競技会」という。）はいずれも失効し、かつ、上記期間において獲得された

メダル、 得点、 及び褒賞（もしあれば）はいずれも剥奪されると考えるのが相当である。

また、 上記検出物質は「禁止物質」に該当するものである一方で、 禁止表における「特定物

質 」でもあるところ、 公益財団法人日本アンチ・ ドー ピング機構（以下「JADA」という。）、

競技者本人の証言、 公益財団法人日本ハ ンドボール協会から提出された「聴聞会資料」と題

する書面、競技者によるTUE申請書（申請番号18165)及び日本アンチ・ドー ヒ°

ング機構TUE

委員会の令和元年4月5日付判定書、並びに競技者が所属する国立高等専門学校のハンドボー 

ル部顧問Aの証言、JADAから提出された各文書( Doping Control Form等）並びに本聴聞会

の全趣旨によれば、 以下の事実が認められる。

(1) 今回検出されたツロプテロールは、競技者が本件競技会に先立ち自らに貼付した「ツロ

ブテロー ルテー プ 」に含有されるものであったことが合理的に推認される。

(2) 競技者は、上記「ツロブテロー ルテープ」について、自己の気管支喘息の症状を予防な

いし緩和させる目的で服用したものである旨主張しているが、 かかる競技者の主張は、

上記 TUE申請書に添付された医療情報提供書及び過去の競技者に対する他の気管支喘

息治療薬の処方履歴等の書証によっても裏付けられ、これに反する証拠は特段見当たら

ない。 そこで、 本件においては、競技者による当該物質の服用は、 上記のとおり、 競技

力向上のためではなく、あくまでも気管支喘息の治療を目的とするものであったと認め

られる。

(3) この点、競技者の主張によれば、上記のツロブテロー ルテー プは、気管支喘息を有する

競技者が、激しい運動を行った後等において誘発される喘息発作を予防し、又は発作時

に喘息症状を緩和させることを目的として貼付するために、かねてより医師の処方に基

づき購入していたものであるが、その処方を受けるに際して、 自らがドー ヒ
°

ング検査の

対象となり得ることを医師に対して明示的に告げたことはなく、また、その使用に際し

て、ハンドボー ル部の顧間その他の競技関係者への相談や、禁止物質含有の有無につい

ての何かしらの調査を行ったという明確な証拠もない。

そもそも、禁止物質が体内に入らないようにする責任は、最終的には競技者自身にある
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